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楽しくなる
　　夢中になる
　　　　 笑顔になる

公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会

〒650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3 兵庫県民会館内

T E L （078）332-0574

F A X （078）332-3556

Eメール hyorolen@oak.ocn.ne.jp

U R L http://www.hyorolen.or.jp

のじぎくクラブ兵庫

【ご寄付のお願い】
　平成25年４月１日から本会は公益財団法人へ移行していま
す。本会への寄付金については、税制上の優遇措置が受けら
れることとなります（詳細は税理士等にお尋ねください）。
　個人・法人・団体とも金額は問いません。事業計画に沿っ
た公益目的事業に充当させていただきますので、高齢者の福
祉の向上のためにご支援をよろしくお願いします。

　コロナ禍により、昨年に引
き続き「高齢者の集い」が開
催できないため、会長メッ
セージを掲載致しました。
� （２ページ参照）

◎会 計 簿
　だれでも簡単につけられます。
　Ａ４版　定価400円（税込）

◎活動日誌
　活動記録簿、年間の計画・実績
報告書を作成するのに便利です。
　Ａ４版　定価700円（税込）

　会計処理・活動記録の透明性確
保のために是非ご活用ください。
　お申し込みは市町老連でとりま
とめて、12月初旬までに県老連へ
お申し込み下さい。

全国老人クラブ連合会発行

令和４年度版

「老人クラブ会計簿」
「老人クラブ活動日誌」の

ご案内

（画像はイメージです）

あいさつする
中村県老連会長

コロナ禍２年目！

負けずに活動！
元気に発信！

紙面のご案内

2 会長メッセージ

3
評議員会
理事会名簿
県老連改革

4
市町老連会長研修会
女性・若手リーダー研修会
県への予算要望

5
のじぎくクラブ兵庫助成事業
主な行事予定
老人クラブ保険のご案内

6~7 県からのお知らせ

市町老連の活動報告
県からのお知らせ8
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彦

令和４年度版

クラブ名

老人クラブ会計簿

令和４年度版

クラブ名

老人クラブ活動日誌
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年
ご
と
に
厳
し
さ
を
加
え

る
夏
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
現
在
、
日
本
で
、

い
や
世
界
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
極
め
て

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

幸
い
、
私
た
ち
高
齢
者
は

か
な
り
の
方
々
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
済
ま
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

感
染
報
告
事
例
や
、
感
染
力

の
強
い
変
異
株
へ
の
懸
念
な

ど
も
あ
り
、
未
だ
全
体
と
し

て
の
終
息
は
見
通
せ
ず
、
私

た
ち
の
社
会
や
人
々
の
活
動

は
、
極
め
て
大
き
な
制
約
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
視
点
を
変

え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち

が
疑
う
こ
と
な
く
信
じ
て
き

た『
自
由
』が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
、
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
法
に
よ
る
強
制
で

は
な
く
、
国
や
市
町
か
ら
の

自
粛
依
頼
に
応
じ
る
形
で
、

マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
も
徹
底

さ
れ
た
結
果
、
感
染
者
数
や

死
亡
者
数
は
欧
米
各
国
と
比

べ
低
く
抑
え
ら
れ
、
欧
米
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）

に
匹
敵
す
る
状
況
を
国
民
の

力
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
国
民
一
人
ひ
と

り
の
合
理
的
な
判
断
に
基
づ

く
協
調
的
で
賢
明
な
行
動

は
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の

強
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
い

つ
終
わ
る
で
も
な
い
制
約
状

況
の
継
続
は
、
人
と
人
と
の

交
流
や
経
済
活
動
に
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

同
様
の
こ
と
が
、
私
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
に
も
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
感
染
を
恐
れ
る

あ
ま
り
、
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
っ
て
ば
か
り
で
は
、
気
分

も
滅
入
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
、
運
動
の
低
下
に
よ
る
筋

肉
の
衰
え
や
認
知
症
の
進
行

な
ど
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
感
染
以
上
の
由
々
し
き

問
題
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
活
動
の
低

下
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在

意
義
そ
の
も
の
の
低
下
に
も

繋
が
り
ま
す
。

　

人
と
人
と
が
交
流
が
し
た

く
と
も
で
き
な
い
現
状
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
と
っ

て
、
一
番
の
試
練
の
と
き
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
大
変
な

時
に
こ
そ
、
改
め
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義
や
本
当

の
良
さ
・
楽
し
さ
を
見
つ
め

直
し
実
感
す
る
好
機
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
老
連
で
は
、
会

員
の
皆
様
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
前
提
と
し
て
、
感
染
対
策

の
万
全
を
図
り
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
の
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
感
染
状
況

等
、
今
後
の
推
移
を
冷
静
に

見
な
が
ら
、
国
や
兵
庫
県
の

施
策
・
指
導
に
適
合
し
つ
つ
、

今
で
き
る
活
動
を
着
実
に
進

め
て
参
り
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲

間
と
一
緒
に
、「
楽
し
く
な

る
・
夢
中
に
な
る
・
笑
顔
に

な
る
」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
に
浮

か
べ
思
い
っ
き
り
、
お
し
ゃ

べ
り
や
ス
ポ
ー
ツ
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
み
、
健
康
で
幸
せ
な
毎

日
の
生
活
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
!!

コロナ禍と
老人クラブ活動
兵庫県老人クラブ連合会　会長　中村 美津子

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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・
評
議
員
会（
書
面
決
議
）開
催

・
理
事
会
名
簿

・
県
老
連
改
革（
組
織
運
営
と
財
務
改
革
）

県
老
連
事
業
報
告

　
５
月
28
日
、評
議
員
会
（
書

面
決
議
）
が
開
催
さ
れ
、
県

老
連
の
理
事
・
監
事
・
評
議

員
す
べ
て
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
、
県
老
連
改

革
が
実
施
さ
れ
、
役
員
の
定

数
の
見
直
し
や
任
期
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
理
事
・
監
事

が
定
数
減
と
な
っ
て
い
ま
す

（
理
事
14
名
→
10
名
、
監
事
３

名
→
２
名
）。

　

６
月
29
日
、
評
議
員
会
で

選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ
る
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に

は
中
村
美
津
子
氏
が
再
選
さ

れ
、
会
長
代
理
に
は
阪
神
南

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
会
長
で
尼
崎
市
老
連

会
長
の
中
谷
孝
子
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
執
行
部

の
正
副
会
長
、
理
事
、
監
事

は
役
員
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
評
議
員
に
は
、
理

事
・
監
事
以
外
の
市
町
老
連

県
老
連
で
は
『
県
老
連
改

革
』
と
し
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
「
組
織
の
あ
り
方
及
び

運
営
方
法
の
見
直
し
」
を
行

い
、
①
理
事
・
監
事
の
減
員
、

②
女
性
委
員
会
と
若
手
委
員

会
の
統
合
、
③
常
設
の
３
部

会
を
必
要
の
都
度
設
置
す
る

「
諮
問
委
員
会
」
に
発
展
的
改

組
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
理
事
会

の
決
定
に
よ
り
、
財
務
改
革

の
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
検
討
項
目
は
、
①
地

区
強
化
費
、
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
助

成
（
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
支
援
事
業
、
若
手
委
員
が

取
り
組
む
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
事
業
）、
の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ

兵
庫
助
成
等
の
見
直
し
、
②

会
長
31
名
と
女
性
・
若
手
委

員
会
が
推
薦
す
る
２
名
の
合

計
33
名
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
老
連
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
あ
り
方
や
、
不
断
の
課

題
で
あ
る
「
会
員
増
強
運
動
」

へ
の
継
続
的
な
取
組
み
な
ど
数

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
、
中
村
会

長
を
中
心
に
着
実
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
決
意
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
運
営
に
関
す
る
ご

提
案
を
は
じ
め
、
引
き
続
き

県
老
連
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。『

財
団
基
金
積

立
資
産
』（
旧
基

本
財
産
）
の
運

用
方
法
で
す
。

　

現
在
、
４
人

の
委
員
の
就
任

が
決
定
し
て
お
り
、
年
度
内

に
成
案
を
理
事
会
に
ご
報
告

い
た
だ
き
、
決
定
の
上
、
令

和
４
年
度
か
ら
財
務
改
革
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
正
式
に
改
革
案
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
各
市

町
老
連
事
務
局
を
通
じ
、
詳

細
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

役 職 名 氏　名 所属市町老連 属性（理事・監事となる根拠）

会　  長 中村 美津子 芦 屋 市 女性・若手委員会推薦
会長代理 

（副会長） 中谷 　孝子 尼 崎 市 阪神南ブロック

副 会 長 井ノ末 利幸 猪名川町 阪神北ブロック

同 大西 　　宏 稲 美 町 東播磨ブロック

同 藤岡 　　修 福 崎 町 中播磨ブロック

同 岡林 　史郎 朝 来 市 但馬ブロック

専務理事 本山 　秀治 本　  部 県老連本部

理　  事 西　 　千歳 加古川市 女性・若手委員会推薦

同 木下 カヲル 川 西 市 女性・若手委員会委員長

同 佐谷 　邦明 神 河 町 女性・若手委員会副委員長

監　  事 鶴巻 　勲夫 市 川 町 中播磨ブロック

同 堂本 喜代和 丹 波 市 丹波ブロック

公益財団法人
兵庫県老人クラブ連合会

理事会名簿
（令和３年６月29日現在）

　今年度の理事会は右表
の通りとなります。役員一
同、充実した活動のため精
進してまいりますのでご指
導ご鞭撻の程よろしくお願
い申し上げます。

改
選
に
よ
り
執
行
部
役
員
決
定

評
議
員
会
（
書
面
決
議
）
開
催

県
老
連
改
革
（
組
織
運
営
と
財
務
改
革
）

来
年
度
の

 

財
政
改
革
実
施
に
向
け
て

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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・
市
町
老
連
会
長
研
修
会

・
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
県
へ
の
予
算
要
望

県
老
連
事
業
報
告し

、
各
市
町
老

連
の
会
長
ほ
か

36
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

１
日
目
は
、

県
老
連
の
事
務

局
長
か
ら
「
県

老
連
財
務
改

革
の
方
向
性

（
案
）」
と
題
す

る
課
題
提
起
を
行
い
、ま
た
、

「
高
齢
者
の
集
い
」
に
お
け

る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
例
発

表
に
向
け
、
加
古
川
市
老
連

　

７
月
７
日
及
び
８
日
の
両

日
、
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞

子
ビ
ラ
神
戸
に
お
い
て
、
市

町
老
連
会
長
研
修
会
を
開
催

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

令
和
３
年
度
の
市
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
女
性
・
若
手

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
、
県
下

の
拡
大
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
市
町
の

女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
対

象
と
し
て
、
人
財
養
成
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
浅
見
真
一

氏
の
指
導
の
下
、
参
加
者
全

員
参
加
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
、

「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り

方
」を
考
え
る
と
と
も
に
、「
新

た
な
会
員
獲
得
に
向
け
た
実

効
性
あ
る
取
組
方
策
等
」
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
、
新
型
コ
ロ

　

兵
庫
県
老
連
で
は
令

和
３
年
９
月
９
日
、
中
村

会
長
と
副
会
長
ら
が
兵
庫

県
健
康
福
祉
部
の
川
北
み

ゆ
き
少
子
高
齢
局
長
に
対

し
、
令
和
４
年
度
県
予
算

に
つ
い
て
要
望
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

要
望
は
２
点
で
、
１
点

目
は
、
齋
藤
新
知
事
就
任

後
も
国
庫
補
助
事
業
及

び
県
単
独
支
援
事
業
の
補

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動

が
停
滞
す
る
こ
と

に
よ
る
「
う
つ
」

の
発
症
や
フ
レ
イ

ル
、
認
知
症
の
進

行
な
ど
の
間
接
的

な
健
康
被
害
が
大

き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

田
口
健
康
運
動
指

導
士
か
ら
、シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

メ
ソ
ッ
ド
を
活
用
し
た
心
と

体
の
機
能
改
善
を
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

助
金
に
つ
い

て
、
現
状
水

準
の
確
保
及

び
さ
ら
な
る

充
実
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

２
点
目
は
、
近
年
、
会
員

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
計
処
理
、
事
業

報
告
、
補
助
金
申
請
な
ど
の

事
務
作
業
が
で
き
ず
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
継
続
が
難
し

い
場
合
、
事
務
手
続
き
に
詳

し
い
者
が「
事
務
お
助
け
隊
」

と
し
て
事
務
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
す
。

兵
庫
県
に
対
し

 

来
年
度
予
算
要
望
を
実
施

の
西
千
歳
氏
の
「
ど
な
い
や

訪
問
」（
友
愛
訪
問
）
と
西

脇
市
老
連
の
吉
田
明
生
氏
か

ら
「
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
あ
っ

て
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に

つ
い
て
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
今
求
め
ら

れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
長
さ

ん
た
ち
が
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、
そ
の
後
の
全
体
会
で

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
恒
例
の
「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
で
ス

タ
ー
ト
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
実
習

を
行
っ
た
後
、
健
康
運
動
指

導
士
の
田
口
た
え
子
先
生
よ

り
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

心
と
身
体
」
と
題
す
る
講
演

と
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

◆7月13日
　中播磨・西播磨ブロック　たつの市
◆7月16日
　東播磨・北播磨・淡路ブロック　明石市
◆7月30日
　阪神南・阪神北ブロック　尼崎市
◆8月6日
　但馬・丹波ブロック　丹波市

開
催
日
程

「今求められる
�老人クラブ活動とは」について
� 積極的な意見交換実施

市町老連
会長研修会

新しい仲間をつくるための
取り組みを探ろう！

女性・若手リーダー研修会

県への予算要望

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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・
の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ
兵
庫
助
成
事
業

・
今
後
の
県
老
連
の
主
な
行
事
予
定

・
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の
ご
案
内

県
老
連
事
業
報
告

ク ラ ブ 名 事 業 内 容
八幡老人クラブ連合会
（加古川市老連） 会員交流の促進と拡大

中筋一丁目老人クラブ
（高砂市老連） よろずカフェ

豊岡高年クラブ連合会
（豊岡市老連） コロナに負けないフレイル予防

沖加陽交友会
（豊岡市老連） 歴史と文化遺産を活かした杜づくり

長寿ダンケ会
（丹波篠山市老連） 健康増進と地域交流

安乎浜さざなみクラブ
（洲本市老連） 囲碁ボール大会

豊岡市老人クラブ連合会 ニュースポーツ大会

令和3年度の
「のじぎくクラブ兵庫助成事業」は、
下記の7団体に決定しました。

今後の県老連の
主な行事予定

10　月

16〜17日 ふれあいの祭典�健康福祉まつり（神戸市）

11　月

2日 第７回健康ウォークラリー県大会（西宮市）

26日 京都府女性委員会との交流会（京都府）

12　月

未定
大阪府老連若手委員会との交流会
（兵庫県�市町未定）

※今後のコロナ禍の状況により中止となることがあります。

年
齢
制
限
も
な
く

万
一
に
備
え

安
心
な
補
償

　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
が
利
用
で
き
る

保
険
で
す
。

　
団
体
割
引
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

人
の
物
を
壊
し
た
り
、
ケ
ガ
を
さ
せ
た
時

の「
賠
償
責
任
保
険
」
と
自
分
が
ケ
ガ
を

し
て
し
ま
っ
た
時
の「
傷
害
保
険
」
に
加

入
し
て
、
元
気
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
神
戸
」
開
催

　感染リスクのある場所への出入りを自粛するなどの対応をお

願いします。

　発熱、息苦しさ、味覚の異常など症状のある場合には、外出

等を控えるとともに、すぐにかかりつけ医などに電話で相談し

てください。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のために

〈各場面の行動スタイル〉

★買い物
・通販、電子決済の利用

・展示品への接触は控える　など

★電車・バスの利用
・会話は控えめに

・混んでいる時間帯を避ける　など

★食　事
・お持ち帰りや出前、デリバリーも利用

・お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避ける　など

★娯楽・スポーツ等
・公園はすいている時間、場所を選ぶ

・筋トレやヨガは自宅で動画を活用　など

★イベント等
・発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

・ 接触確認アプリ「COCOA」、追跡システム「兵庫県新型コ

ロナ追跡システム」の利用を
　「ひょうごスタイル」を取り入れ、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止にご協力をお願いいたします。

★「３密」（密閉・密集・密接）の回避

★身体的距離の確保（できるだけ２m。最低１m）

★マスクの着用、咳エチケットの徹底

★手洗い・手指消毒

　（手洗いは 30秒程度、石けん・消毒薬の利用）

★体温測定・健康チェック

　（熱や風邪の症状がある時は自宅で療養）

★�発症時やクラスター発生時に備え、いつ誰とどこで

会ったかを記録

新たな生活様式「ひょうごスタイル」について
〈ウイルスとの共存を意識した生活習慣〉

〈家庭での感染防止対策〉

○ リスクの高い行動の自粛や基本的な感染対策の徹底など「ウ

イルスを家庭に持ち込まない」行動をする。

○ 帰宅後の手洗い、換気の実施、発熱者がいる場合の個室の

確保や共有部分の消毒など「ウイルスを家庭内に広げない」

行動をする。

○ 毎日の検温など家族の健康管理、発熱など症状がある場合

のかかりつけ医への相談など「ウイルスを家庭外に広げな

い」行動をする。

ふれあいの祭典「ふれあいフェスティバル in 神戸」（入場無料）
神戸をはじめ、ひょうごの魅力がいっぱいの「ふれあいフェスティバル」を開催します！ ぜひお越しください。

【日　時】�令和３年10月16日（土）・17日（日）10時〜16時�
【会　場】�メリケンパーク（神戸市中央区波止場町２）
� （�神戸市営地下鉄みなと元町駅から徒歩約 10分、JR 神

戸線・阪神電鉄元町駅から徒歩 15分、阪急電車花隈
駅より徒歩約15分）

【問合先】�（事前）info@hyogo-fes.jp　（当日）078-362-7379

◆ステージイベント
・全県ふれあいステージ（1 日目）

　県内の活動団体等によるパフォーマンス

・神戸ふれあいステージ（2 日目）

　神戸を中心に活動する団体等によるパフォーマンス

◆出展イベント
・ひょうごの魅力発信・PR コーナー

・健康・福祉コーナー（健康・福祉まつり）

・環境保全コーナー（ひょうごエコフェスティバル）等

その他、若者が活躍するステージ等を開催予定！
※感染状況により、中止・内容が変更となる場合があります。

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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　北朝鮮当局による日本人拉致は、我

が国に対する主権侵害であるととも

に、重大な人権侵害です。日本政府は、

拉致被害者に関する捜査・調査及び情

報収集活動を進めており、今後の動向

が注目されます。

　政府認定拉致被害者 17 人のうち、

兵庫県関係者では有本恵子さん、田中

実さんの二人が認定を受けています。

さらに、拉致の可能性を排除できない

行方不明者の中にも兵庫県関係者の方

がおられます。

　拉致問題は、一刻も早く解決しなければならない国民的問題であ

り、一人ひとりがこの問題についての関心と認識を深めていくこと

が大切です。

　複数の医療機関を受診して、そ

れぞれ違う薬局でお薬をもらって

いませんか？お薬が残っていませ

んか？お薬の飲み方や副作用につ

いて疑問はありませんか？

　かかりつけ薬剤師・薬局をもつ

ことにより、ご自身の服用してい

るお薬を、継続してチェックして

もらえます。例えば、内科と眼科

など複数の診療科を受診して、同じお薬が処方されていないか、一

緒に飲むことを避けた方が良いお薬がないか、副作用が出ていな

いか、期待される効果が出ているかなどを継続的に確認すること

で、服用するお薬の安全性や有効性の向上が期待できます。

　令和 3 年 8 月 1 日から、薬局の機能をわかりやすくするために

知事認定制度が開始されました。地域連携薬局は、地域の医療提

供施設と連携し居宅での服薬支援を実施しています。専門医療機

関連携薬局は、専門性を有する薬剤師が常駐しています。

　あなたにあった「かかりつけ薬剤師・薬局」を持ちましょう。

毎年10月17日から23日までの1週間は
「薬と健康の週間」です

拉致問題についての
 関心と認識を深めましょう！

政府拉致問題対策本部

【問合先】県人権推進課（人権啓発全般）☎078(362)3229
　　　　��県国際交流課（拉致問題啓発）☎078(362)3025

　「保険金で自己負担なく住宅修理できるという話だったの

に違っていた」「保険手続き代行の費用が必要と後でわかっ

た」などの苦情が寄せられています。

■事　例

　「屋根の雨漏りが火災保険で修理できるので保険申請手続

きを代行する」と勧誘され工事を契約したが、後になって給

付保険金の 4 割が代行手数料として必要であることがわかっ

た。実際に給付された保険金が少なく手数料を支払うと修理

できない。

■そんな時は！

① 自己負担なく住宅修理ができると勧誘されてもすぐ契約し

ないようにしましょう。

② 保険金が使えるかどうか損害保険会社に相談しましょう。

③ 業者に言われるまま、うその理由で保険金請求することは

絶対にやめましょう。

　※ 損害保険は火災や自然災害

などによって住宅に生じた

損害が対象で、経年劣化に

よる住宅の損害は対象外で

す。

④ 不 安 に 思 っ た り ト ラ ブ ル に

なったら消費生活センターに

相談しましょう。

消費者トラブルで困ったときは、

迷わず 消費者ホットライン「188」に電話を！
全国共通の電話番号「消費者ホットライン 188」は

最寄りの消費生活相談窓口につながります。

「保険金で住宅修理ができる」
という勧誘にご注意県

か
ら
の
お
知
ら
せ

・
毎
年
10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
の
１
週
間
は「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

・
拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

・「
保
険
金
で
住
宅
修
理
が
で
き
る
」
と
い
う
勧
誘
に
ご
注
意

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています
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次号は

発行です
３月

新任会長研修会を開催

尼崎市老連 三田市老連　井ノ草さつき会

市町老連の
活動報告

　尼崎市老連では、
７月 19 日（月）に、
３つのテーマで新
任会長研修会を開
催しました。
　１つ目は「老人ク
ラブの運営と会長
の役割」について
です。クラブ運営
のポイントは、元
気で楽しく仲間づ
くりをしていくことを説明しました。
　２つ目は「運営助成金」についてです。実際の書類を参考にし、
分かりやすく説明を行いました。特に、コロナウイルス感染症対
策の特例として、助成金で机やイスなどの備品を購入できること
なども説明を行いました。
　３つ目は「虐待防止」についてです。児童の登下校見守りをさ
れているクラブが多いこともあり、ＤＶＤを見ながら、毎日の見
守りから分かる子どもたちの変化の発見こそが虐待防止に繋がる
ことを説明しました。

　 昨 年 度
か ら 引 き
続 く コ ロ
ナ 禍 の 影 響
により、屋内での事業
がほとんど中止となり、
高齢者の外出する機会
が減少し、フレイルが
懸念されています。
　このため、クラブ内
で協議した結果、昨年

度から「スポーツ吹き矢」に取り組んでいます。
　これは「簡単で・楽しく・体に良く・長く続けられるスポーツ」で、
健康寿命の延伸に有効なものと思われます。
　活動に当たり、感染予防対策として、ソーシャルディスタンス
を確保しつつ、使用する筒や矢などは手作りをし、練習日はそれ
らの器具を一人が専属で使用することとしました。
　今年６月から再開した「スポーツ吹き矢」のサークル活動は、
月１回、多数のクラブ員の参加を得て、楽しく活動を続けています。

スポーツ吹き矢で
�楽しくフレイル予防

　このたびは、のじぎくクラブ兵庫が発行する｢きずな｣ への広告掲載を賜り、誠にありがとうございました。
　私たち老人クラブは、高齢者の幸せづくりと地域貢献を目標に、健康と友愛、そして奉仕の精神をもって、これから
も積極的な活動を行ってまいりますので、今後ともますますのご支援をお願い申し上げます。� のじぎくクラブ兵庫

スポンサーの皆さまへ

兵庫県からのお知らせ

ひょうご
新型コロナ
ウイルス
対策支援基金
ホームページ

　現在、医療従事者の方々は、新型コロナ
ウイルス感染症対策に奮闘しておられます。
　県では、感謝･激励の気持ちを込めて、
幅広い層からの寄附により、県内の感染者
受入医療機関などの勤務環境改善等の支援
を実施しています。皆様からの寄附金を募
集しています。ご支援、ご協力をお願いします。

■医療従事者への支援を
　お願いします！

金融機関名 口座番号
三井住友銀行 兵庫県庁出張所 普通３２９２１２３
ゆうちょ銀行 ００９４０－８－１９７４２０

・口座名義「ひょうご新型コロナウイルス対策支援基金」

※�窓口での振り込みは手数料無料です。また、他の
取扱金融機関やクレジットカードでの寄附について
は、右記ホームページをご覧ください。

寄附金の振込先

　災害対策基本法の改正に伴い、避難情報に関するガイドラインが改定
され、警戒レベル３の「避難準備・高齢者等避難開始」が「高齢者等避難」
に変更されました。避難情報を確認する場合、注意願います。
　災害に備え、自らの命は自らが守る「自助」の意識を持つことが重要で
す。県では県老連と連携して防災ピアリーダーを任命し、各地域で「自助
力」を高めるワークショップの開催等を支援しています。①ハザードマッ
プによるご自宅の状況の確認、②「マイ避難カード」を活用した避難先や
避難方法の確認など、災害に平時から備え、「自助力」で命を守りましょう。

■避難情報に関するガイドラインの改定について

お問い合わせ先 078-362-9870
兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課

わたしたちはのじぎくクラブ兵庫の活動をサポートしています


